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藤岡牧夫著書の絵本

「
人
と
自
然
を
テ
ー
マ
に
絵
本
を
作
る
」

■
自
己
紹
介

　

一
九
四
九
年
長
野
県
木き

そ
だ
に

曽
谷
生
ま

れ
。
多
摩
美
術
大
学
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ

ザ
イ
ン
科
卒
業
後
、
東
京
で
活
動
。
現

在
長
野
市
在
住
。
子
ど
も
時
代
を
山
深

い
木
曽
谷
で
暮
ら
し
、
絵
日
記
の
好
き

な
小
学
生
で
し
た
。
大
人
に
な
り
、
絵

を
描
き
お
話
を
作
っ
て
い
ま
す
が
、
絵

日
記
の
延
長
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い

る
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

■
活
動
内
容

　

東
京
で
は
、
長
年
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
と
し
て
広
告
の
仕
事
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
カ
ヌ
ー
イ
ス
ト
で
作
家
の
野の

田だ

知と
も
す
け佑

さ
ん
と
の
共
著
の
絵
本
「
笹
舟

の
カ
ヌ
ー
」
で
絵
本
の
分
野
へ
進
み
ま

し
た
。

　

山
川
の
自
然
は
も
ち
ろ
ん
、
海
の
中

か
ら
宇
宙
ま
で
を
舞
台
に
し
、
人
を
描

き
入
れ
、
空
想
的
な
絵
と
話
を
作
っ
て

い
ま
す
。

　

長
野
県
緑
の
基
金
の
絵
本
「
森
の
く

ま
さ
ん
」
で
は
、
く
ま
さ
ん
が
子
ど
も

た
ち
を
山
へ
案
内
し
、
山
の
不
思
議
や

面
白
さ
を
楽
し
み
な
が
ら
伝
え
て
い
く

構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
シ
リ
ー

ズ
四
作
目
と
し
て
、
北
ア
ル
プ
ス
地
域

を
取
材
中
で
す
。

　

ま
た
、「
森
の
く
ま
さ
ん
」は
テ
ー
マ

ソ
ン
グ
も
作
ら
れ
、
演
奏
会
と
朗
読
会

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

ど
ん
ど
ん
世
の
中
が
進
歩
し
て
便
利

に
な
っ
て
い
き
ま
す
が
、
人
間
に
と
っ

て
一
番
大
切
な
も
の
は
綺
麗
な
水
と
空

気
。

　

そ
れ
を
作
る
の
が
緑
の
山
や
海
。

　

山
の
国
日
本
。

　

日
本
を
取
り
巻
く
海
。

　

海
と
山
を
繋
ぐ
川
。

　

山
、
川
、
海
、
空
を
テ
ー
マ
に
こ
れ

か
ら
も
絵
を
描
き
、
お
話
を
作
っ
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

〇
最
近
の
活
動

・�

二
〇
一
九
年　

長は
せ
で
ら

谷
寺（
神か

な
が
わ
け
ん

奈
川
県
鎌か

ま
く
ら
し

倉
市
）

発
注「
長
谷
寺
の
子
ど
も
忍
者
」シ
リ
ー
ズ
十

作
品
を
奉
納
。

・�

二
〇
二
一
年
三
月　

上あ
げ
ま
つ
ま
ち

松
町
（
長
野
県
木
曽

郡
）新
庁
舎
へ
絵
画
を
納
品
。

・
現
在
、
大お

お
く
わ
む
ら

桑
村（
長
野
県
木
曽
郡
）発
注

　

新
庁
舎
展
示
用
絵
画
四
点
を
制
作
中
。

〇
連
絡
先

　

〒
三
八
〇
︱

〇
八
〇
二

　

長
野
市
上
松
四
︱

三
︱

八

　

℡
〇
二
六
︱

二
四
一
︱

五
〇
〇
三

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
現
在
作
成
中

イラストレーター／絵本作家

藤
ふじおか

岡　牧
まきお

夫

シリーズ

「
私
の
森
語
り
」

「
私
の
森
語
り
」

も
り
か
た

も
り
か
た

森
林
・
林
業
と
の
関
わ
り
の
中
で
、

様
々
な
課
題
に
挑
戦
さ
れ
て
い
る
方

の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

森
林
・
林
業
と
の
関
わ
り
の
中
で
、

様
々
な
課
題
に
挑
戦
さ
れ
て
い
る
方

の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

「森のくまさん」シリーズ（右上）、白馬八方での
取材（左上）、万

よろずいがわ

水川（安
あ づ み の し

曇野市）をカヤック
で取材している様子。（左下）


